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                             ハムゴト 
 
１．はじめに 






られ、高度自治が取り消されたものの、1934 年 4 月 23 日に、モンゴル地方
自治政務委員会（以下、蒙政会）が百霊廟において正式に樹立された。 
蒙政会は、満洲国領に入っていない内モンゴル各盟、部、旗にまたがるモ
ンゴル人初の地方政権である。1936 年 2 月 10 日、徳王らはモンゴル軍総司
令部を設立し、5 月 12 日に日本の支援の下でモンゴル軍政府を樹立した。彼
らは「察哈爾省境内蒙古各盟旗群地方自治政務委員会」を名義のみで留保し、
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チャンキャ・ホトクト 7 世は 1912 年 9 月 20 日に入京し、中華民国に参加










禅などの中国仏教高僧が 1912 年 4 月に上海に中国仏教総会を設立した。
「廟産興学」という仏教の危機に対し、チベット仏教徒と中国仏教徒が連携








された。それ故、1915 年 8 月に、蒙蔵院が僧侶の職業化と僧侶への徴税を計
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12 月 28 日、彼は北平において蒙旗宣化使公署を成立させ、翌年 1 月 4 日に
五台山に同公署の行台秘書室を設置し、五台山に駐在した。その一方で、国
民政府はパンチェン・エルデニ 9世を西陲宣化使と任命することを決め、彼
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年 12月 17日のダライラマ 13世の死去を契機にチベット復帰をはかり、1934
年 1月から北平、南京、上海などを活動の場にした。後に 1935年 4月 11日
まで、蒙政会管轄下の内モンゴル西部各地を訪れたが、それは国民政府の護
送下のチベット復帰が一旦挫折し、内モンゴルを経て自力でチベットへ戻る
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しくまとめている。 

















――」（『現代中国研究』第 34 号、2015 年）、木下光弘「内モンゴル綏遠地域
を巡る漢人・モンゴル人の争いとその流動的な多様性――傅作義と徳王を中





 1934 年 3 月 7 日、国民政府は「蒙古地方自治指導長官公署暫行条例」を公
布した。蒙古地方自治指導長官公署は、蒙政会が地方自治を行う際に、それ
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